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１. はじめに 

 気象庁では、世界各地の異常気象の監視を

行っており、異常高温・低温・多雨・少雨に

ついて、定期的（週・月・季節・年ごと）に

情報を発表している。また、顕著な現象や気

象災害が発生した場合、その状況を速報的に

とりまとめた「世界の異常気象速報（臨時）」

を発表している。2017 年は、1 月半ば～4
月はじめ頃にかけて、南米北西部で大雨が持

続した。3月には各地で大雨による災害が発
生し、コロンビアで 320 人以上、ペルーで
100人以上の犠牲者が発生した（各国政府の
発表による）。このため、気象庁は 2017年 4
月 4日に「世界の異常気象速報（臨時）」を
発表した（気象庁 2017、第 1図）。 

 この大雨の背景には、強い「沿岸エルニー

ニョ」が発生し、数か月にわたって持続した

ことが考えられている。「沿岸エルニーニョ」

とは、南米北西部沿岸の海面水温（SST）が
平年に比べて顕著に高くなる一方、通常のエ

ルニーニョ現象とは異なり、中部・東部太平

洋赤道域ではそれほど SST が高くならない
現象である（例えば Takahashi et al. 2017、
第 2図(b)や第 3図(a)）。強い「沿岸エルニー
ニョ」については、まれにしか発生しないと

 
第 1図 南米北西部及びその周辺における 2017年 3
月 1 日～4 月 3 日の積算降水量平年比（％）。（気象
庁 2017より） 

第 2図 1925年前後の、 ICOADSによる 3か月平均
SST（陰影）偏差と地表風偏差（矢印）。コンターは
HadISST1.1 による SST偏差。平年値は、1920年～
1939年の平均。（Takahashi et al. 2017より） 



見られ、過去の事例については 1925年まで
遡る必要がある（Takahashi et al. 2017）。
本調査では、東部太平洋熱帯域の 2017年 1
月～3月における事例解析を行い、南米北西
部での大雨を持続させるような大気及び海

洋の循環場の形成・維持のメカニズムについ

て、理解を試みた。 
 

２. 使用したデータ 

 大気循環場の解析には気象庁 55年長期再
解析（JRA-55、Kobayashi et al. 2015）、SST
の解析には COBE-SST（Ishii et al. 2005）、
海 洋 循 環 場 の 解 析 に は

MOVE/MRI.COM-G2（Toyoda et al. 2013）
の解析データを用いた。熱帯の対流活動の推

定には、NOAA より提供された外向き長波
放射量（OLR）データを用いた。ここで、
特に断りのない限り平年値は 1981～2010
年の 30年平均値、偏差は平年値からのずれ
で定義した。 
 降水量については、地上実況気象通報式

（SYNOP）の通報値を利用した。 
 
 

 
３. 解析結果 

3.1東部太平洋熱帯域における 2017年 1月

～3月の循環場とSST 

 第 3図に、(a)2017年 1月～3月で平均し
た SST 偏差、(b)対流圏下層（925hPa）の
水蒸気フラックスとその発散・収束偏差、(c)
地表風偏差、(d)地表面の下向き潜熱フラッ
クスを示す。また、第 4 図に、南緯 5 度～
10度で平均した(a)SSTとOLR偏差、(b)SST
平年値の経度時間断面図を示す。 
 第 3 図(a)を見ると、ペルー沖及びその周
辺（東部太平洋熱帯域の南半球側）では、平

均的に SST が平年に比べ顕著に高かったこ
とがわかるが、熱帯域の対流活動は、SST
がある閾値を越えると急に活発となる（例え

ば Xie and Philander 1994、Xie 1996）。ペ
ルー沖の SSTは、1月～3月においては SST
が上昇する時期であり、平年は、2月半ば頃
に SSTが 27℃を超える（第 4図(b)）。しか
し、2017年は 1月半ば頃に既に SSTが 27℃
近くに達し（第 4図(a)）、その後、ペルー沖
付近では対流活発となり 4 月はじめ頃まで
持続した。 



 対流活発が続いた要因については、2017
年 1月～3月の平均場から、以下の通りに考
えられる。ペルー沖及びその周辺では、SST
が平年に比べ顕著に高く（第 3 図(a)）SST
が 27℃近くに達した後に対流活動が平年に
比べ活発となった（第 3図(b)）ことにより、
北西風偏差が明瞭となった（第 3図(c)矢印）。
この領域では平年は南東より風が吹くこと

から、風速は平年より弱くなった（第 3図(c)
陰影）ため、海面からの蒸発が抑えられた（下

向きの潜熱フラックス偏差となった）（第 3
図(d)）。これは、SSTの正偏差（第 3図(a)）
を更に大きくする要因となる。このような東

部太平洋熱帯域の南半球側で SST を高くす
る よ う な 正 の フ ィ ー ド バ ッ ク

（wind-evaporation-SST (WES)フィードバ

 

 

 
 
 
 
第 3図 2017年 1月～3月で平均した (a) SST偏差（℃）、
(b)925hPaの水蒸気フラックス（kg/kg m/s）とその発散・
収束（kg/kg/s）偏差、(c) 地表風（矢印）と地表風速（陰影、
m/s）偏差、(d)地表面の下向き潜熱フラックス偏差（W/m2）

の平面図。(e) 海洋の西経 82.5度に沿った流速の発散・収束
（s-1）（コンター）とその偏差（陰影）の緯度深度断面図。 

(a)～(d)ではWESフィードバックが働いていたことも模
式図として示した。 



ック、 Xie and Philander 1994、Xie 1996）
が働いたことにより、1月～3月頃の対流活
発が維持されたと見られる。また、特にペル

ー付近の沿岸部においては、海上における明

瞭な北西風偏差に対応して、湧昇が平年に比

べ弱かった（一部では沈み込みが見られた）

（第 3図(e)）ことも、高い SSTの維持に寄
与したと考えられる。 

これらのことから、2017 年は平年より 1
か月程度早い 1月半ば頃に SSTが約 27℃に
達したことがきっかけで、ペルー沖及びその

周辺において対流活発となり、主にWESフ
ィードバックが働いたことにより対流活発

が続いたため、沿岸エルニーニョの発達、ま

た、南米北西部での持続的な大雨がもたらさ

れたことが示唆される。

 
3.2 統計的解析 

 第 5図に、1997年～2017年の各年におけ
るペルー付近の 1月～3月の積算降水量を示
す。2017年 1月～3月の積算降水量は、2012
年、強い（通常の）エルニーニョ現象が発生

していた 1998年に続いて、3番目に多かっ
た。本調査では、ペルー付近の積算降水量と

大気循環場や SST との相関解析を行った。

ここでは、2017年 1月～3月の SST偏差（第
6 図(a)）及び OLR（第 6 図(b)）とともに、
1997 年～2017 年の各年におけるペルー付
近の 1 月～3 月の積算降水量に対する SST
偏差（第 6図(c)）及び OLR（第 6図(d)）の
回帰係数を示す。ペルー付近における各年 1
月～3月の積算降水量が多い年には、熱帯域
では、太平洋東部での高い SST や活発な対

 

第 4図 2017年 1月～3月の南緯 5度～10度で平均した、(a) SST（℃）（コンター）と OLR偏差（W/m2）（陰

影）、 (b) SST平年値（℃）（コンターと陰影）の経度時間断面図。SST27℃線を桃線で示す。 

 
第 5図 1997年～2017年の各年における 1月～3月の積算降水量（mm）。（右図赤い四角内の地点の SYNOP報
を利用） 



流活動がみられ、一方、日付変更線付近では

SSTが低く対流が不活発になる傾向があり、
2017 年の海況や大気循環場と整合していた。 
 
４. まとめと今後の課題 

 2017 年 1 月～3 月を中心に南米北西部で
発生した大雨に関して、沿岸エルニーニョと

の関連に着目した事例解析を行った。この期

間では、ペルー沖での貿易風が平年と比べて

弱いことが、周辺海域での SST の上昇に寄
与した。今回の事例では、ENSO を発達さ
せる Bjerknes フィードバックではなく、
WES フィードバックが働いたことにより沿
岸エルニーニョが発達したと見られる。具体

的には、SSTが 26℃～27℃以上の領域が対
流圏下層における水蒸気収束や対流活動の

活発化とよく対応しており、平年より 1か月
程度早い 1月半ば頃に SSTが約 27℃近くに
達したことがきっかけとなり対流活発が続

き、沿岸エルニーニョの発達、更には、南米

北西部での持続的な大雨がもたらされたこ

とが示唆される。また、相関解析により、ペ

ルーにおける各年 1月～3月の積算降水量が
多い年には、太平洋東部での高い SST や活
発な対流活動がみられる傾向があり、2017
年の海況や大気循環場と整合することを示

した。 
 なお、2017 年はじめの強い沿岸エルニー
ニョは、5月には解消した。沿岸エルニーニ
ョ発達時には、その後通常のエルニーニョ現

象の発達に繋がるかどうかについて注目し

ていたが、2017 年は通常のエルニーニョ現
象は発生せず、秋にラニーニャ現象が発生し

たと見られる（エルニーニョ監視速報、気象

庁 2017）。一方、1925 年はじめ頃に強い沿
岸エルニーニョが発生した後には、1925 年
終わり～1926 年はじめ頃にかけて、通常の
エルニーニョ現象が発達した（第 2図）。沿

 

第 6図 2017年 1月～3月で平均した(a)SST偏差（℃）、(b)  OLR（W/m2）とその偏差、の解析値。 
1997年～2017年の各年におけるペルー付近の 1月～3月の積算降水量に対する、(c)SST偏差、及び(d)OLR偏差の
回帰係数（コンター）。灰色の陰影は 95%信頼度水準で統計的に有意であることを示す。 



岸エルニーニョと通常のエルニーニョとの

関係の調査については、今後の課題であると

考える。 
 また、第 6図に示した通り、ペルー付近に
おける 1月～3月の積算降水量が多い年には、
日付変更線付近では SST が低く対流が不活
発になる傾向も示されている。Takahashi et 
al. (2017) においても、ピウラ川（ペルー）
の河川流出量が多い年には、日付変更線付近

（日付変更線よりやや西側が中心）において

SST が低くなる傾向が示されているが、こ
のことが南米北西部での持続的な大雨をも

たらす詳細なメカニズムについては、今後の

調査が必要である。 
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